
 

      第 44回懇談会での主な意見と対応 

意見 委員名 頁行 計画への対応（下線部を追加） 

毎年のように発生す

る、浸水被害、土砂

災害に対して、時間

管理の概念も踏まえ

てハード対策を迅速

に実施すべき 

森地委員 

松原委員 

藤井座長 

P4  

22 行 

第１章２ 国土強靱化を推進する上での基本的な方針 

⑨ 人口の減少等に起因する国民の需要の変化、U気候

変動等による気象の変化、U社会資本の老朽化等をふま

えるとともに、強靱化確保の遅延による被害拡大を見据

えた時間管理概念や、財政資金の効率的な使用による

施策の持続的な実施に配慮して、施策の重点化を図るこ

と。 

P43 

3 行 

第 4 章３ プログラムの推進と重点化 

Uこれらの取組の推進を図るプログラムの中で、特に緊急に

実施すべき施策については、達成目標、実施内容、事業

費等を明示した３か年の緊急対策を定めて、速やかに実

施するものとする。 

自由化（民営化）と

強靱化の兼ね合い

についての課題 

柏木委員 

森地委員 

藤井座長 

P6 

16 行 

第１章４ 特に配慮すべき事項 

平時における効率性 U・合理性 Uの確保という視点 Sに加え SU

だけではなく U、各種のリスクの存在並びに及びそれらを見

据えた災害対応力の向上及び長期的な効率性・合理性

の確保を意図した総合的な視点を持って取り組むことが

重要である。 

景観なども含めて事

前復興の観点に盛り

込むことを考えてほ

しい 

中静委員 P34 

28 行 

第 3 章 2(12)土地利用（国土利用） 

万一の際、現在よりも良い形で復興させていくことができる

よう、地域の災害リスクや産業構造の将来像、U歴史・景

観など地域固有の資源の在り方 U等を踏まえた復興ビジョ

ン等について平時から検討を進める。 

事前復興準備は市

町村単位ではなく、

それより大きな単位

で考えたほうが良い 

森地委員 P35 

2 行 

第 3 章 2(12)土地利用（国土利用） 

その際、復興に関する体制や手順の検討、災害が発生し

た際の復興課題を事前に把握する等の取組を U広域的な

観点も踏まえて U推進し、復興まちづくりの事前の準備につ

いて地方公共団体への啓発を継続するとともに・・・ 

進捗管理のための

定量的指標につい

て、被害想定の定量

的側面を踏まえた上

での指標についても

検討してほしい 

尾﨑委員

（代理） 

P41 

17 行 

第 4 章 2 プログラムの推進と重点化 

プログラムの進捗状況を可能な限り定量的に把握できる

よう、具体的な数値指標を U必要に応じて想定リスクの規

模、対象範囲等を踏まえつつ U設定するとともに、プログラ

ムの進捗状況等を踏まえ、必要に応じてこれを継続的に

見直すことにする。 

支援物資について、

大規模災害の被災

想定を踏まえた供給

量が足りているのか

どうか 

森地委員 P29 

27 行 

第 3 章 2（8）交通・物流 

また、U南海トラフ地震等の U事態に対応した必要な人員・

物資等 Uの調達体制を構築するとともに、Uラストマイルも含

めて円滑に被災地に供給できるよう、… 
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